
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11 月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ” で検索してください。
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平成 24 年度からの継続事業で総額２億 4735 万円。
平成 26 年度、 難聴地区５箇所に子局新設予定。
子局の避雷対策が課題となっている。

※１万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。

2

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

 平成 26 年　第３回（９月）定例会

42
億
５
３
２
７
万
円

一般
会計
歳
入

歳
出

40
億
５
７
４
２
万
円

平
成
25
年
度
決
算
を
認
定

防災行政無線
　　　　　  整備事業（消防費）

１億 1996 万円 （平成 25 年度分）

4622 万円
消防施設  整備 事業（消防費）

平成 25 年度歳入歳出決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 42 億 5327 万円 40 億 5742 万円 1 億 9584 万円
国 民 健 康 保
険 特 別 会 計 14 億 7917 万円 13 億 5297 万円 1 億 2620 万円
介 護 保 険
特 別 会 計  9 億 8966 万円 9 億 3102 万円 5864 万円

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計  1 億 1682 万円 1 億 1679 万円 2 万円

合 計 68 億 3894 万円 64 億 5821 万円 3 億 8072 万円

 第３分団詰所建設、消防車輌２台の更新

　
皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
10
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
町
長
提
出
議
案
11
件
、

請
願
関
係
３
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
（
審
議
結

果
は
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
６
名
が
行
い
「
防
災
対
策
」、「
お

出
か
け
タ
ク
シ
ー
」
な
ど
「
安
全
な
ま
ち
・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

づ
く
り
に
向
け
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

９
月
定
例
会
　
平
成
25
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」
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平成 25 年度 決算を認定

議会はここに注目しました！

文化芸術体験 事業（教育費）

178 万円利用助成金 72 万 8000 円
高齢者外出支援タクシー 事業（民生費）

町のお金の使い方

み〜な

決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

 奥田弦ジャズコンサート（入場者数 529 人）
 利用者 74 人。当初予算は 660 万円。
対象地域拡大、利用者増への見直しが求められている。

質
疑

温
水
プ
ー
ル 

に
つ
い
て
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
光
熱
費
を
抑
え
て
い

く
方
法
は
な
い
か
、
専
門
家
を
交
え
て
検

討
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁
利
用
方
法
や
施
設
も
含
め
て
広
い

意
味
で
考
え
て
い
き
た
い
。

質
疑

鳥
獣
被
害 

の
話
を
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
で
聞
い
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
つ

く
っ
た
作
物
が
一
夜
に
し
て
被
害
を
受

け
、
耕
作
意
欲
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
町

の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁
年
々
鳥
獣
被
害
の
補
助
金
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
被
害
が
増
加
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
「
箱
罠
」

を
秩
父
郡
市
鳥
獣
駆
除
協
議
会
に
３
～
５

基
申
請
を
し
て
対
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

質
疑

こ
の
夏
、
４
箇
所
の
防
災
行
政
無  

線 

の
子
局
が
落
雷
に
よ
り
故
障
し
ま
し

た
。
子
局
に
は
避
雷
針
が
つ
い
て
い
な
い

状
況
で
す
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答
弁
避
雷
針
の
設
置
に
つ
い
て
は
業
者

の
意
見
を
よ
く
聴
取
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
避
雷
針
の
効
果
は
設
置
し
て
い
る
近

隣
の
市
や
町
に
確
認
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
疑
24
時
間
健
康
医
療
相
談 

に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

答
弁
健
康
医
療
相
談
で
専
用
番
号
に
よ

り
（
０
１
２
０-

３
１
７-

３
８
１
）
通
話

料
無
料
で
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
１
年
間

（
平
成
25
年
５
月
～
平
成
26
年
３
月
）
の
相

談
件
数
は
１
０
８
件
。
24
時
間
受
付
で
す

が
、
思
っ
た
よ
り
夜
中
の
相
談
は
少
な
い
。

ま
た
、
夜
中
役
場
に
か
か
っ
て
き
た
相
談

電
話
を
転
送
す
る
シ
ス
テ
ム
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

質
疑
「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」に
つ
い
て
、

代
表
監
査
委
員
の
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
。

意
見
よ
い
制
度
が
で
き
、
喜
ん
で
い
ま

す
。
私
の
地
域
で
は
２
年
目
で
、
申
し
込

む
人
が
減
少
。
使
う
方
法
に
も
柔
軟
性
を

も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ど
ん
な

制
度
で
あ
っ
て
も
何
年
か
た
て
ば
見
直
し

が
必
要
で
す
。
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業
務
名
…
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付

 　
　
　
　
　

普
通
積
載
車
購
入
事
業

購
入
金
額
…
１
１
１
０
万
９
０
９
８
円

納
入
業
者
…
埼
玉
消
防
機
械
㈱（
秩
父
市
）

　
　

※
写
真
と
同
種
の
消
防
車
で
す
。

工事請負契約の締結

　

下
田
野
橋
の
本
体
工
事
、
工
期
は
来
年
３
月
25
日
。
予
定
通

り
完
成
す
れ
ば
年
度
末
に
は
開
通
の
見
通
し
で
す
。

工
事
名

　

町
道
下
田
野
１
号
線
「
下
田
野
橋
」

　

橋
り
ょ
う
整
備
工
事

請
負
金
額

　

７
５
６
０
万
円

請
負
業
者

　

㈱
中
村
工
務
店

　
　
　
　
　
（
皆
野
町
皆
野
）

工
期

　

平
成
27
年
３
月
25
日業

務
名
…
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付

　
　
　
　
　

水
槽
車
購
入
事
業

購
入
金
額
…
１
４
２
３
万
７
５
４
８
円

納
入
業
者
…
埼
玉
消
防
機
械
㈱
（
秩
父
市
）

　
　

※
消
防
タ
ン
ク
車
で
す
。

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

質
疑

切
り
干
し
芋
づ
く
り
事
業
補 

助
金 

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
町
の
特
産
品
に
し
て
い
く
計

画
が
あ
る
の
で
す
か
。

答
弁
基
本
的
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
遊
休
農
地
を
利
用
し

て
作
付
・
加
工
・
販
売
し
て
い
く

も
の
で
す
。

　

一
般
農
家
の
方
に
も
芋
づ
く
り

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

皆
野
全
体
で
切
り
干
し
芋
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
た
い
。

質
疑

ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
人
工
芝
張
り
替
え 

の
内
容
に
つ

い
て
。

答
弁
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金

を
受
け
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
５
面

（
全
部
）
の
張
り
替
え
を
し
ま
す
。

　

既
定
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
２
０
万
円
を
増
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
42
億
３
３
６
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
決
定
、
決
算
確
定
に
よ
る
前
年
度
繰

越
金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る
主
な
追
加
、
増
額
補
正
は
子
育
て
世
帯

定
住
促
進
奨
励
補
助
金
、
予
防
接
種
委
託
料
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
設
備
更

新
工
事
費
な
ど
で
す
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
26
年
度
皆
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 平成 26 年　第３回（９月）定例会

「下田野橋」橋りょう整備工事
備品購入契約の締結

消防団第５分団（三沢地区）の消防車２台が新しくなります

　　　◆◆工事内容◆◆

　①下田野橋上部工
　　（本体工事）
　②道路舗装工事
　    ・親鼻橋側
　    ・橋りょう上
　    ・下田野側

全 170 ｍ

９
月
定
例
会
　  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！
」

９
月
定
例
会
　
平
成
25
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」



平
成
26
年
11
月
１
日
発
行

5

平成 26 年９月定例会で審議された議案 審議結果

平成 25 年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 25 年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 25 年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 25 年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

皆野町重度心身障害者医療費支給に関する条例及び皆野町ひとり親家庭等医療費支給
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

工事請負契約の締結について 原 案 可 決

備品購入契約の締結について 原 案 可 決

備品購入契約の締結について 原 案 可 決

平成 26 年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

平成 26 年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

平成 26 年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

「過労死防止基本法の制定を求める意見書」の採択を求める請願 趣 旨 採 択

手話言語法制定を求める意見書の提出に関する請願書 採 択

「所得税法第 56 条の廃止」を求める請願 委員会付託

手話言語法制定を求める意見書 原 案 可 決

町

長

提

出

議

案

請

願
・
発

議

可
決

趣
旨
採
択

委
員
会
付 

託

　本請願の内容は審査時点で衆議院で可決して
おり、参議院での可決も見込まれていたことか
ら総務教育厚生常任委員会で「趣旨採択」とし
ました。
　その後、法案が成立しましたので、意見書の
提出は見送りました。

「過労死防止基本法の制定を
求める意見書」の採択を
求める請願

「手話言語法」制定を
求める意見書を提出

「所得税法第 56 条の廃止」
を求める請願

　所得税法第 56 条は「配偶者とその親族が事
業に従事したとき、対価の支払いは必要経費に
しない」と定めています。
　どんなに働いても家族従業者には、自家労賃
が社会的に認められずタダ働きを強いられてお
り、後継者不足にも拍車をかけています。
　また、憲法・女性差別撤廃条約・男女共同参
画社会基本法にも反する時代遅れの法律である
ことなど「法の下の平等」のため、所得税法第
56 条の廃止を求める請願です。

　埼玉県聴覚障害者協会からの「手話言語法制定
を求める意見書提出の請願」について、本会議で
採択し意見書の提出を可決しました。
　手話が音声言語と対等な言語であることを広く
国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、

手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を
言語として普及・研究することのできる環境整備
を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定する
ことを求める意見書です。
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

９
月
定
例
会　
平
成
25
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

小杉修一 議員
　　1. 「アナと雪の女王」とお祭りについて
　　2. 「防災みなの」の放送が聞こえにく
　　     いことについて
　　3. 秩父鉄道秩父乗り入れ 100 周年事業
　　     に関して

常山知子 議員
　　1. 「お出かけタクシー」の見直しにつ
　　     いて
　　2. 自然エネルギーの活用について

宮前　司 議員
　　1. 基準点測量について
　　2. 境界について
　　3. 国土調査について

林　　豊議員
　　1. 町内公共交通について
　　     （市街地部の高齢者の足対策）
　　2. ＪＡちちぶレストハウスみなのビア
　　     ガーデンちらしについて
　　3. 日野沢小学校校舎、その後について

新井康夫 議員
　　1. 町の防災対策について
　　2. お出かけタクシーについて

内海勝男 議員
　　1. 防災対策について
　　2. 子どもの貧困問題と対策について

　
　
　
　
　
　
　
　

　9月定例会では、町民を代表して６名の議員が質問を行いました

一 般 質 問 項 目 全15項目

み〜な

み〜な

傍聴席

エ
レ
ベ
ー
タ

議
会
事
務
局

正
副
議
長
室

議
員
控
え
室

応
接
室

会
議
室

委
員
会
室

会
議
室

会
議
室

女
性
用
ト
イ
レ

議場

男性用トイレ①
②

③

④

役場庁舎に着いたら、階

段かエレベーターで３階

へお越しください。
①

傍聴席入り口の
ドアを開けて、
中へどうぞ。

③

こちらが傍聴席。ご自由

にお座りください。車椅

子用スペースもあります。

さぁ、マナーを守ってしっかり

聞いてください。

④

３階に着いたら、議会事務局で受付を。

傍聴券を受け取って、入り口へ（傍聴券は、お帰りの際に返却してくださいね）

②

飲み物も用意しています。休憩時にどうぞ！

本会議の開催日時は町内放送のほか、町ホームページや議会事務局でもご案内しています。
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常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」の
見
直
し
に
つ
い
て

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
再
上
映
を
！

小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
が
日

本
中
で
記
録
的
大
ヒ
ッ
ト
の

さ
中
に
、
当
皆
野
町
文
化
会
館
で
７

月
26
日
に
上
映
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
に
す
ご
い
観
客
数
で
し
た
が
、

当
日
は
親
鼻
、
大
渕
両
地
区
の
恒
例

の
夏
祭
り
で
あ
り
、
お
祭
り
を
一
生

懸
命
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
話
題
の
映
画
を
見
ら
れ
ず
誠
に

無
念
で
す
。
そ
こ
で
、
補
正
予
算
を

講
じ
て
再
上
映
し
、
や
む
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
や
若
い
人
た
ち
を
感
動

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

７
月
が
青
少
年
非
行
防
止
特

別
月
間
で
あ
り
、
青
少
年
健

全
育
成
映
画
会
と
し
て
、
よ
そ
に
先

駆
け
て
上
映
し
ま
し
た
が
、
地
域
の

お
祭
り
と
重
な
っ
て
し
ま
い
誠
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
再
上
映

の
模
索
を
し
ま
し
た
が
、
現
在
フ
ィ

ル
ム
の
貸
し
出
し
が
止
ま
っ
て
い
て
、

残
念
な
が
ら
か
な
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

町
内
各
地
の
お
祭
り
と
重
な
ら
な
い

よ
う
８
月
上
旬
頃
の
実
施
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
防
災
み
な
の
」
の
放
送
が
聞

こ
え
に
く
い
こ
と
に
関
し
て

親
鼻
駅
前
な
ど
の
子
局
に
落

雷
が
あ
り
具
合
が
悪
く
な
っ

た
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
い
か
が
で

す
か
。

７
月
27
日
に
親
鼻
駅
前
・
桜

ケ
谷
・
常
楽
寺
・
青
砂
の
各

子
局
に
落
雷
が
あ
り
、
支
障
を
き
た

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
８
月
９
日

に
復
旧
し
ま
し
た
。

２
億
４
０
０
０
万
円
も
投
じ

た
防
災
行
政
無
線
が
落
雷
で

や
ら
れ
て
い
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
の
で
は
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
回
覧
板
等
で
地
域
に
周
知
す

べ
き
で
は
。

技
術
的
な
こ
と
は
業
者
で
な

い
と
む
ず
か
し
い
面
が
あ
り

ま
す
が
、
よ
く
話
を
し
て
、
今
後
の

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
周
知
に

つ
い
て
も
検
討
い
た
し
ま
す
。

国
や
地
方
自
治
体
は
、
そ
こ

に
住
む
住
民
が
自
由
に
安
心
・

安
全
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
に
、
地
域
交
通
に
責
任
を
持
っ
て

整
備
し
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
も
の

を
実
現
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
始
ま
っ
た
「
お
出
か
け
タ
ク

シ
ー
」
の
タ
ク
シ
ー
代
半
額
補
助
制

度
は
、
利
用
で
き
る
人
や
地
域
が
限

ら
れ
公
平
性
に
欠
け
ま
す
。
最
寄
り

の
駅
や
バ
ス
停
か
ら
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
上
離
れ
て
い
る
条
件
を
外
し
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
利
用
で
き
る

よ
う
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」
の

タ
ク
シ
ー
代
半
額
補
助
制
度

は
、
移
動
手
段
の
確
保
が
困
難
な
高

齢
者
の
生
活
支
援
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。
バ
ス

路
線
の
運
行
維
持
を
図
る
こ
と
か
ら

も
、
見
直
し
は
せ
ず
現
行
通
り
続
け

ま
す
。

「
人
間
が
抵
抗
な
く
歩
け
る

距
離
は
４
０
０
メ
ー
ト
ル
程

度
」
だ
そ
う
で
す
。
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
近
く
の
道
の
り
を
重
い
荷
物
を

持
っ
て
歩
く
の
は
大
変
き
つ
い
こ
と

で
す
。
補
助
が
出
な
い
地
域
の
対
策

は
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
。

今
が
ベ
ス
ト
だ
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
要
望
も
聞
い
て

い
ま
す
が
、
今
す
ぐ
具
体
的
な
策
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
が
活
性

化
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
町

の
公
共
交
通
を
ど
う
す
る
の
か
検
討

の
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
た
な
公
共
交
通
の
検
討
会

議
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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交
通
不
便
地
域
の
高
齢
者
に

は
「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」

が
で
き
た
が
、市
街
地
部（
旧
皆
野
な
ど
）

で
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
公
共
交
通

を
望
む
声
は
少
な
く
な
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
町
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
は
き
ち
ん
と
し
た
検
討
機
関
を
設

け
て
、
利
用
者
で
あ
る
町
民
の
声
を

真
摯
に
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
街
地
部
の
公
共
交
通
に
つ

い
て
具
体
的
な
考
え
は
な
い
。

代
表
で
あ
る
議
員
、
区
長
や
民
生
委

員
等
の
声
を
元
に
、
練
り
に
練
っ
た

も
の
を
議
会
に
上
程
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
の
利
用

は
当
初
予
算
の
15
％
に
す
ら

達
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
。
町
長
は

区
長
や
民
生
委
員
等
か
ら
話
を
よ
く

聞
い
て
い
る
と
言
う
が
、
ど
ん
な
場

で
聞
い
て
い
る
の
か
。
お
茶
飲
み
話

で
は
、
い
い
話
し
か
出
て
こ
な
い
。

肝
心
の
町
民
の
代
表
た
る
議
会
に
対

し
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
お
出
か

け
タ
ク
シ
ー
に
し
て
も
、
検
討
の
段

階
で
は
全
く
話
が
な
く
、
実
施
前
後

の
議
会
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
「
業

者
と
２
回
の
会
議
を
持
っ
た
」
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
、
業
者
に
聞
く
と
、

会
議
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
っ
た
よ

う
だ
。
予
算
に
つ
い
て
も
減
額
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
際
、
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

だ
け
で
な
く
、
既
存
の
路
線
バ
ス
も

含
め
た
町
内
公
共
交
通
に
つ
い
て
の

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
２
、３
年

ほ
ど
か
け
て
考
え
て
い
く
べ
き
と
思

う
が
、
い
か
が
だ
ろ
う
。

今
後
も
、
度
ご
と
に
町
民
を

集
め
て
意
見
を
聞
く
の
で
は

な
く
、
区
長
等
か
ら
意
見
を
聞
く
こ

と
で
町
民
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
解

釈
し
て
い
る
。

【
要
望
】
既
存
の
路
線
バ
ス
も
含
め
た

町
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
幅
広

く
、
直
接
、
町
民
の
声
を
汲
み
取
れ

る
検
討
委
員
会
を
早
急
に
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

林は
や
し　

豊ゆ
た
か 

議
員
が
問
う

町
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

現
在
２
級
基
準
点
と
４
級
基

準
点
が
国
家
座
標
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
２
級
基
準
点
を
世
界
座

標
に
す
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

世
界
座
標
は
、
世
界
基
準
の
座
標

で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
い
、
大
陸
間
数
千
キ

ロ
を
わ
ず
か
数
ミ
リ
の
誤
差
で
観
測

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

な
お
、
４
級
基
準
点
に
無
理
が
生

じ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
新
た
に
３

級
基
準
点
を
新
設
し
た
ほ
う
が
よ
い

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
な
ど
高
度
な
技

術
が
進
歩
し
て
い
る
中
、
基

本
的
・
将
来
的
に
は
世
界
測
地
系
を

採
用
す
る
必
要
性
は
当
然
あ
る
と
考

え
ま
す
。
現
段
階
に
お
い
て
移
行
に

多
大
な
費
用
が
必
要
な
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
今
後
の
研
究
課
題
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
管
理
し
て
い
る
基
準
点
に
、

重
大
な
問
題
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
３

級
基
準
点
を
新
設
す
る
考
え
は
現
在

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

国
土
調
査
は
30
年
ほ
ど
前
か

ら
国
か
ら
の
通
達
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）
と
は
、

皆
野
町
全
域
を
対
象
に
一
筆
ご
と
に

立
ち
会
い
、
正
し
い
地
籍
を
求
め
実

測
で
公
図
を
作
成
す
る
作
業
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

国
土
調
査
に
対
す
る
必
要
性

等
、
理
解
で
き
ま
す
が
、
現

在
進
め
て
い
る
施
策
を
優
先
的
に
取

り
組
む
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
国
土
調

査
の
着
手
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

宮み
や
ま
え前　

司ま
も
る 

議
員
が
問
う

世
界
座
標
と
国
土
調
査
に
つ
い
て

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案

９
月
定
例
会　
平
成
25
年
度
決
算
を
認
定
「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」
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今
夏
の
８
月
20
日
、
広
島
市

内
で
「
集
中
豪
雨
」
に
よ
る

土
石
流
災
害
が
発
生
し
、
70
名
を
超

え
る
犠
牲
者
な
ど
痛
ま
し
い
大
災
害

と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
土
石
流
災

害
等
は
、
集
中
豪
雨
だ
け
で
な
く
、

山
林
の
荒
廃
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大

等
、
森
林
が
持
つ
「
緑
の
ダ
ム
」、
水

田
が
持
つ
「
自
然
の
水
が
め
」
な
ど
、

そ
の
機
能
低
下
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
町
内
に

は
、
地
す
べ
り
危
険
箇
所
24
箇
所
、

地
す
べ
り
防
止
区
域
は
18
地
区
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。

①
そ
の
危
険
箇
所
と
防
止
区
域
の
現

状
と
今
後
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

②
特
に
「
四
万
部
山
」
地
す
べ
り
防

止
区
域
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

①
に
つ
い
て
、現
在
「
集
水
井
」

な
ど
の
工
事
施
工
箇
所
は
、

桜
ケ
谷
、
金
崎
の
２
箇
所
。
ま
た
、
工

事
は
完
了
し
「
観
測
」
の
み
の
所
は

三
沢
地
内
の
中
の
沢
。
そ
の
他
、
過

去
に
工
事
を
実
施
し
落
ち
着
い
て
い

る
概
成
箇

所
は
、
金

沢
・
旭
谷
・

国
神
・
日

向
・
五
十

新
田
・
広

町
の
６
箇

所
。

　

②
に
つ

い
て
、
上

三
沢
地
内
の
四
万
部
山
地
す
べ
り
防

止
区
域
は
農
水
省
所
管
と
な
っ
て
い

る
。そ
の
区
域
内
で
の「
県
道
長
玉
線
」

の
法
止
め
ブ
ロ
ッ
ク
に
亀
裂
が
入
っ

て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
県
土
整
備

事
務
所
に
よ
る
「
観
測
調
査
」
が
９

月
末
に
終
わ
る
予
定
。
そ
の
後
、
対

策
工
事
の
設
計
、
平
成
27
年
度
に
県

道
部
の
工
事
に
着
手
す
る
予
定
と
の

こ
と
で
す
。

【
要
請
】
県
道
部
の
法
面
対
策
だ
け
で

な
く
、
根
本
的
な
地
す
べ
り
防
止
対

策
を
施
す
よ
う
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

等
に
強
く
要
請
し
て
も
ら
い
た
い
。

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

こ
の
冬
の
豪
雪
。
そ
し
て
夏

の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が

各
地
で
多
発
し
て
い
る
。
ま
ず
豪
雪

で
は
町
中
で
問
題
と
な
っ
た
こ
と
と

し
て
、
近
く
に
雪
捨
て
場
が
な
か
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
豪
雪
に
備

え
て
平
時
か
ら
各
地
区
の
公
園
・
空

き
地
・
遊
休
農
地
等
を
町
と
行
政
区

で
相
談
し
、
雪
捨
て
場
を
確
保
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

ご
も
っ
と
も
な
提
案
で
す
の

で
、
そ
の
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

土
砂
災
害
に
対
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
こ
れ
か
ら
作
成

す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
災
害
は
い
つ

で
も
ど
こ
に
で
も
や
っ
て
来
る
」
と

の
考
え
に
立
っ
て
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
、
住
民
へ
の
避
難
勧
告
・

指
示
は
自
治
体
の
長
が
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、「
空
振
り
」
を
恐
れ

ず
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

「
空
振
り
」
を
恐
れ
ず
勧
告
・

指
示
を
出
し
た
い
。
ま
た
、

広
島
市
の
事
例
も
参
考
に
地
元
と
連

絡
を
と
っ
て
体
制
づ
く
り
を
し
た
い
。

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

現
時
点
で
は
見
直
し
を
せ
ず

現
制
度
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

【
要
請
】
民
生
委
員
、
タ
ク
シ
ー
業
者
、

福
祉
に
携
わ
る
人
等
、
町
民
の
意
見

を
よ
く
聞
い
て
、
こ
だ
わ
り
を
持
た

ず
見
直
す
べ
き
。

新あ

ら

い

や

す

お

井
康
夫
議
員
が
問
う

町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

地
す
べ
り
防
止
対
策
に
つ
い
て

根本的な防止対策が求められる危険箇所
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gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791FAX

メール

　委員長 常山知子　副委員長 内海勝男
　委　員 林　 豊・新井達男・大澤金作・小杉修一

議会だより編集委員会 「私たちが編集しています！」

７月23日、第２回定例会開催
秩父広域市町村圏組合議会　議員  大澤径子
　付議議案は以下の３件で、すべて可決・同意さ
れました。
①秩父広域市町村圏組合火災予防条例の一部を改
正する条例
　平成 25 年８月に京都府で発生した福知山花火
大会を踏まえ、対象火気器具等の取り扱いに関す
る規定の整備のほか、屋外における催しの防火担
当者の選任、火災予防上必要な業務の計画作成等
を義務づけるもの。
②財産の取得
　秩父消防署小鹿野両神分署に配備する消防ポン
プ自動車を財産として取得するもの。（取得金額：
3026 万 7000 円）
③秩父広域市町村圏組合公平委員会委員の選任
　猪野尚委員の任期満了（H26・7・31）に伴う後任者
として、横瀬町の小泉和夫氏を選任するというもの。
　現在、１市４町で水道事業の統合へ向け協議が
進められていますが、組合議会では８月 26・27
日に水道広域化を進めてきた栃木県芳賀中部上水
道企業団、福島県白河地方広域市町村圏整備組合
の行政視察を行いました。

三沢小学校
　体育館雨漏りの修繕が完了

総務教育厚生常任委員会
委員長  林　　豊

　今年度は町内の３小学校、１中学校に加え、２
つの保育所、２つの学童保育所も視察するよう考
えました。その結果、１日では終わらないため今
回の報告はその１回目として、６月18 日に三沢小
学校、国神小学校、お昼を兼ねて給食センターの
３箇所のものです。
　三沢小学校は、長年の懸案だった体育館の雨漏
りの修繕が完了。数年前には、校舎の外装もきれ
いになりました。校門の傾斜もなだらかになった
ようですが、根本的な場所の悪さは何ともしがた
い所です。児童も予想以上に減り、複式学級は２
クラスですが、子どもたちは元気一杯です。
　国神小学校は、入口通路及び駐車場の舗装の改
良がきれいに済みました。工事前、監査委員から
透水性の舗装にとの指摘がありましたが、工事は
透水性によって行われたとのことです。
　視察時は、秩父市の小学校でのプール事故の直
後でその対策に追われていたようでしたが、３名
の監視体制にするという対応がとられたようです。

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

傍聴、お待ちしています
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